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一

　
　
　

凡　
　
　

例

一　

本
目
録
は
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
す
る
「
石
河
家
文
書
」
に
つ
い
て
収
録

し
た
も
の
で
あ
る
。
石
河
家
は
、
尾
張
藩
の
年
寄
役
を
代
々
つ
と
め
た
家
柄
で
、
石

川
光
忠
が
慶
長
一
三
年（
一
六
〇
八
）に
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
駿
府
へ
出
仕
し
た
の

を
は
じ
め
と
し
て
、
同
一
五
年
に
は
美
濃
・
摂
津
両
国
内
に
お
い
て
新
知
一
万
石
を

与
え
ら
れ
、
同
一
七
年
に
は
初
代
尾
張
藩
主
徳
川
義
直（
家
康
九
男
）の
付
属
に
転
じ

た
。
光
忠
の
嫡
子
正
光
は
、
承
応
元
年（
一
六
五
二
）に
初
め
て
尾
張
藩
の
年
寄
役

に
列
し
、
以
後
歴
代
に
わ
た
っ
て
年
寄
役
に
就
任
し
て
い
る
。
な
お
、
石
河
家
で

は
、
当
初
「
石
川
」
の
字
を
用
い
て
い
た
が
、
享
保
一
七
年（
一
七
三
二
）九
月
、
旧

に
復
し
て
「
石
河
」
と
記
す
よ
う
に
な
っ
た
。
当
研
究
所
の
保
管
書
類
で
あ
る
「
研

究
室
事
務
報
告（
二
）自
昭
和
十
年
一
月
至
十
四
年
十
二
月
」
に
よ
る
と
、
本
史
料
群

は
、
昭
和
一
〇
年（
一
九
三
五
）に
名
古
屋
よ
り
東
京
へ
移
送
さ
れ
た
と
あ
り
、
同
時

期
に
石
河
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
他
、
昭
和
四
二
年

（
一
九
六
七
）に
は
、
木
箱
入
り
の
石
河
家
文
書
一
箱
を
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
旨
の

記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
期
の
寄
贈
分
と
戦
後
の
購
入
分
と
が
混
在
す
る
形
を

と
っ
て
い
る
。

一　

本
目
録
は
「
石
河
家
文
書
目
録
」（
十
七
）と
し
て
、
前
号
の
続
き
と
な
る
、
史
料

番
号
三
七
四
二
～
三
七
四
三
ま
で
を
収
録
し
た
。
な
お
、
本
目
録
は
、
文
書
点
数
が

非
常
に
多
い
こ
と
や
紙
幅
の
関
係
な
ど
か
ら
、
一
度
に
収
録
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
た
め
、
複
数
回
に
分
け
て
掲
載
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一　

本
目
録
で
は
、
各
史
料
に
つ
い
て
、
①
番
号
、
②
表
題
、
③
年
月
日
、
④
差
出（
ま

た
は
作
成
者
）→
宛
所
、
⑤
形
態
、
⑥
数
量
、
⑦
備
考
の
七
項
目
を
採
録
し
た
。 

一　

番
号
は
、
原
則
と
し
て
過
去
に
当
研
究
所
に
お
い
て
付
さ
れ
た
番
号
を
利
用
し
た

が
、
一
部
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
整
理
・
目
録
化
作
業
に
あ
た
り
、
出
納
・
管
理
の

便
宜
を
考
慮
し
て
新
た
に
番
号
を
付
与
し
た
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
史
料
の
配
列
や

出
納
の
都
合
上
、
欠
番
号
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
。

一　

表
題
は
、
原
則
と
し
て
原
表
題
を
記
し
、
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜（　

）を

付
し
て
内
容
を
補
記
し
た
。
ま
た
、
戦
前
期
に
当
研
究
所
に
お
い
て
製
本
さ
れ
、
新

た
な
表
題
が
付
け
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、〔　

〕を
付
け
て
示
す
こ
と
に
し
た
。

典
籍
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
内
題（
巻
頭
題
）を
採
用
し
、
外
題
を
〔　

〕
付
き
で

直
後
に
示
す
こ
と
に
し
た（
た
だ
し
、
内
題
と
外
題
が
同
じ
も
の
に
関
し
て
は
〔　

〕

の
表
記
は
省
略
し
た
）。

一　

年
月
日
は
、
原
則
と
し
て
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
年
月
日（
内
容
年
）を
示
す
こ

と
に
し
、
目
録
作
成
時
に
推
定
し
た
部
分
に
つ
い
て
は（　

）を
付
け
て
適
宜
表
記
し

た
。
ま
た
、
年
次
記
載
が
な
い
も
の
の
、
お
お
ま
か
な
作
成
年
代
が
わ
か
る
場
合
に

は（
寛
政
）（
寛
政
以
降
）（
寛
政
～
文
化
）あ
る
い
は（
江
戸
）（
明
治
）な
ど
と（　

）を
付

し
て
該
当
す
る
年
号
や
時
期
を
示
す
こ
と
に
し
、
推
定
不
能
の
場
合
に
は（
年
未
詳
）

と
し
た
。

一　

差
出（
ま
た
は
作
成
者
）→
宛
所
は
、
差
出
人
ま
た
は
作
成
者
を
矢
印
の
前
の
部
分

に
示
し
、
宛
所
と
な
っ
て
い
る
人
名
を
矢
印
の
先
の
部
分
に
置
い
た
。
差
出
人
や
宛

所
が
複
数
か
ら
な
る
場
合
に
は
、
初
筆
の
者
ま
た
は
内
容
か
ら
判
断
し
て
最
適
の
人

名
を
一
名
掲
出
し
、こ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は「
他
○
名
」と
略
記
し
た
場
合
も
あ
る
。

ま
た
典
籍
の
場
合
に
は
、
著
者
・
編
者
・
版
元
な
ど
を
採
録
し
、「
～
〔
著
〕」、「
～

〔
編
〕」「
～
〔
版
〕」
な
ど
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
。

一　

形
態
に
つ
い
て
は
、
縦（
縦
帳
）・
横（
横
長
帳
）・
横
半（
横
半
帳
）・
状（
切
紙
・

続
紙
・
折
紙
）・
鋪（
絵
図
）・
綴（
作
成
契
機
の
異
な
る
複
数
の
史
料
を
綴
っ
た
も
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の
）・
帖（
折
本
）な
ど
と
示
し
た
。
小
型
本
に
つ
い
て
は
、「
横
・
小
」「
縦
・
小
」

な
ど
と
表
記
し
た
。
ま
た
、
戦
前
期
に
当
研
究
所
に
お
い
て
複
数
の
史
料
を
合
綴
し

て
製
本
し
た
も
の
に
関
し
て
は
、
特
に
「
縦
綴
」「
横
綴
」
な
ど
と
表
記
し
た
。

一　

数
量
は
、
出
納
・
閲
覧
の
便
宜
を
考
慮
し
、
後
年
の
改
装
に
よ
り
、
分
冊
あ
る
い

は
合
綴
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
で
も
、
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
状
態
で
の
点

数
を
採
用
し
た
。

一　

備
考
に
は
、
史
料
の
概
略
や
史
料
の
中
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
書
状
・
書
付
、
お

よ
び
綴
じ
込
ま
れ
た
文
書
の
有
無
、
欠
本
・
合
綴
・
改
装
の
状
態
な
ど
、
必
要
と
思

わ
れ
る
事
柄
を
＊
印
を
付
け
て
適
宜
表
記
し
た
。

一　

本
史
料
群
に
は
、
戦
前
期
に
当
研
究
所
に
お
い
て
複
数
の
史
料
を
ま
と
め
て
製
本

し
た
合
綴
史
料
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
の
細
目
を
丸
番
号

を
付
け
て
列
挙
す
る
こ
と
に
し
た（
た
だ
し
、
丸
番
号
は
収
録
順
序
を
示
す
目
安
に

過
ぎ
ず
、
細
目
に
該
当
す
る
個
々
の
史
料
に
実
際
に
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
）。
な
お
、
細
目
の
各
項
目
に
お
け
る
配
列
は
、
表
題
、
年
月
日
、
差
出（
ま

た
は
作
成
者
）→
宛
所
、
備
考
の
順
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
二
字
ア
キ
で
示
し
た
が（
細

目
の
備
考
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
※
印
を
付
し
た
）、
該
当
す
る
項
目
に
関
す
る
記

載
が
な
い
場
合
に
は
、
省
略
し
て
表
記
し
て
い
る
。

一　

本
目
録
は
、
平
成
一
四
年
度
～
同
二
○
年
度
に
行
っ
た
研
究
員
・
非
常
勤
研
究

員
・
研
究
生
に
よ
る
夏
季
・
冬
季
集
中
史
料
整
理
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
調
査
参

加
者
は
、
太
田
尚
宏（
主
任
研
究
員
・
当
時
）・
白
根
孝
胤（
研
究
員
・
当
時
）、
石
山

秀
和
・
浦
井
祥
子
・
栗
原
健
一
・
坂
本
達
彦
・
渋
谷
葉
子
・
清
水 

聡
・
滝
口
正
哉
・

田
原 

昇
・
西 

光
三
・
藤
田
英
昭
・
宮
原
一
郎（
以
上
、
非
常
勤
研
究
員
・
当
時
）、

上
野 

恵
・
小
宮
山
敏
和
・
高
橋
伸
拓
・
根
岸
美
季
・
松
本
剣
志
郎
・
山
﨑
久
登
・

吉
成
香
澄
・
倉
持 

隆
・
中
村
佳
史（
以
上
、
研
究
生
・
当
時
）の
二
二
名
で
あ
る
。

な
お
、
採
録
さ
れ
た
整
理
カ
ー
ド
の
内
容
点
検
と
原
稿
化
作
業
は
、
高
田
綾
子
・
池

ノ
谷
匡
祐
・
武
藤
洋
子（
非
常
勤
研
究
員
・
当
時
含
む
）の
協
力
の
も
と
で
、
藤
田
英

昭（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）が
担
当
し
た
。

【
参
考
】　

石
河
家
歴
代
当
主
の
略
歴（
尾
張
家
付
属
か
ら
明
治
三
年
ま
で
）

初
代　

光　

忠　
［
市
正
・
太
八
郎　

初
名 

太
郎
八
］

慶
長
一
三
年
冬　
　
　
　
　

家
康
の
命
に
よ
り
一
五
歳
の
と
き
に
駿
府
へ
出
仕

慶
長
一
五
年
一
〇
月
一
二
日　

美
濃
・
摂
津
両
国
内
に
新
知
一
万
石
を
与
え
ら  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
る

　
　

慶
長
一
七
年　
　
　
　
　
　

尾
張
藩
初
代
藩
主
徳
川
義
直
に
付
属
す
る

　
　

寛
永
五
年
九
月
一
九
日　
　

死
去　

法
名
は
大
雄
院
玄
信

二
代　

正　

光　
［
伊
賀
・
太
郎
八　

初
名 

加
助
］

　
　

寛
永
五
年　
　
　
　
　
　
　

家
督
を
相
続
す
る

　
　

寛
永
一
九
年　
　
　
　
　
　

寄
合
触
流
と
な
る

　
　

承
応
元
年
九
月　
　
　
　
　

年
寄
役
と
な
る

　
　

寛
文
四
年
六
月
一
二
日　
　

御
役
御
免
と
な
る

　
　

寛
文
一
一
年
九
月
一
〇
日　

死
去（
五
七
歳
）　

法
名
は
蓮
華
院

三
代　

章　

長　
［
隠
岐
守　

伊
賀
・
伊
賀
守
・
大
和
守
・
出
羽
守
・
佐
渡
守
・
大

　
　
　
　
　
　
　

和
守　

初
名 

七
郎
左
衛
門　

隠
居
名 

章
長
］

　
　

万
治
元
年　
　
　
　
　
　
　

初
め
て
藩
主
に
御
目
見
を
す
る

　
　

寛
文
一
一
年
一
〇
月　
　
　

家
督
を
相
続
し
、
大
寄
合
に
属
す
る



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

三

　
　

寛
文
一
二
年
四
月
一
五
日　

伊
賀
と
改
名
す
る

　
　

延
宝
三
年
三
月
二
六
日　
　

年
寄
役
と
な
る

　
　

延
宝
五
年
閏
一
二
月
二
八
日　

従
五
位
下
伊
賀
守
に
叙
任
さ
れ
る

　
　

貞
享
元
年
一
二
月
二
五
日　

大
和
守
に
改
め
る

　
　

貞
享
二
年
六
月
二
三
日　
　

出
羽
守
に
改
め
る

　
　

元
禄
元
年
一
二
月
六
日　
　

佐
渡
守
に
改
め
る

　
　

元
禄
三
年
一
二
月
四
日　
　

大
和
守
に
改
め
る

　
　

元
禄
一
二
年
一
一
月
一
三
日　

隠
岐
守
に
改
め
る

　
　

宝
永
三
年
二
月
九
日　
　
　

隠
居
し
、
章
長
と
名
乗
る

　
　

宝
永
五
年
五
月
四
日　
　
　

死
去（
六
〇
歳
）　

法
名
は
章
長
院

四
代　

正　

章　
［
出
羽
守　

太
八
郎
・
靱
負
・
大
炊　

初
名 

幸
七
郎　

隠
居
名 

　
　
　
　
　
　
　

愚
翁
］

　
　

元
禄
七
年
一
〇
月
四
日　
　

初
め
て
藩
主
に
御
目
見
を
す
る

　
　

元
禄
一
三
年
一
二
月
二
二
日　

靱
負
と
改
名
す
る

　
　

宝
永
三
年
二
月
九
日　
　
　

家
督
を
相
続
し
、
大
寄
合
に
属
す
る

　
　

宝
永
三
年
三
月
二
五
日　
　

年
寄
役
と
な
る

　
　

宝
永
四
年
正
月　
　
　
　
　

大
炊
と
改
名
す
る

　
　

享
保
四
年
一
二
月
二
一
日　

従
五
位
下
出
羽
守
に
叙
任
さ
れ
る

　
　

享
保
一
六
年
六
月
一
五
日　

隠
居

　
　

享
保
一
六
年
八
月　
　
　
　

愚
翁
と
名
乗
る

　
　

宝
暦
三
年
七
月
二
八
日　
　

死
去（
七
〇
歳
）　

法
名
は
清
静
院

五
代　

忠　

喜　
［
伊
賀
・
太
八
郎
・
隠
岐　

初
名 

七
太
郎
］

　
　

享
保
四
年
九
月
一
二
日　
　

初
め
て
藩
主
に
御
目
見
を
す
る

　
　

享
保
七
年
二
月
二
〇
日　
　

太
八
郎
と
改
名
す
る

　
　

享
保
八
年
二
月　
　
　
　
　

隠
岐
と
改
名
す
る

　
　

享
保
一
七
年
六
月
一
五
日　

家
督
を
相
続
す
る

　
　

享
保
一
七
年
九
月　
　
　
　

｢

石
川｣

を｢

石
河｣

と
改
め
、
伊
賀
と
改
名
す
る

　
　

享
保
一
八
年
六
月
二
一
日　

死
去（
二
八
歳
）　

法
名
は
真
源
院

六
代　

光　

當　
［
伊
賀
守　

雅
楽
・
伊
賀　

初
名 

千
次
郎
］　

実
は
出
羽
守
正
章

　
　
　
　
　
　
　

の
二
男

　
　

享
保
六
年
四
月
二
二
日　
　

石
川
兵
庫
の
名
跡
を
継
ぎ
、
普
請
組
寄
合
と
な
る

　
　

享
保
一
六
年
四
月
二
九
日　

御
書
院
番
頭
と
な
る

　
　

享
保
一
六
年
九
月
一
九
日　

御
用
人
と
な
る

　
　

享
保
一
八
年
八
月
二
二
日　

兄
伊
賀（
忠
喜
）の
名
跡
を
継
ぐ

　
　

享
保
一
九
年
二
月　
　
　
　

伊
賀
と
改
名
す
る

　
　

元
文
四
年
八
月
六
日　
　
　

年
寄
役
と
な
る

　
　

元
文
五
年
一
二
月
二
一
日　

従
五
位
下
伊
賀
守
に
叙
任
さ
れ
る

　
　

安
永
二
年
七
月
二
三
日　
　

死
去（
六
一
歳
）　

法
名
は
徳
源
院

七
代　

光　

籌　
［
伊
賀
守　

太
八
郎
・
一
学　

初
名 

銀
次
郎
］　

実
は
伊
賀
守
光
當

　
　
　
　
　
　
　

の
四
男

　
　

寛
延
元
年
一
〇
月
二
五
日　

石
河
三
蔵
の
名
跡
を
継
ぐ

　
　

明
和
五
年
二
月
一
五
日　
　

父
伊
賀
守
光
當
の
内
願
に
よ
り
嫡
子
と
な
る

　
　

明
和
五
年
三
月
一
日　
　
　

太
八
郎
と
改
名
す
る

　
　

明
和
八
年
八
月
五
日　
　
　

御
側
同
心
頭
御
用
見
習
と
な
る



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

四

　
　

明
和
八
年
一
〇
月
二
六
日　

御
側
同
心
頭
と
な
る

　
　

安
永
二
年
九
月
一
四
日　
　

父
伊
賀
守
の
遺
跡
を
継
ぐ

　
　

安
永
二
年
一
〇
月
一
日　
　

年
寄
役
と
な
る

　
　

安
永
二
年
一
二
月
二
八
日　

従
五
位
下
伊
賀
守
に
叙
任
さ
れ
る

　
　

文
化
二
年
七
月
一
七
日　
　

御
用
方
な
ら
び
に
加
判
御
免
と
な
る

　
　

文
化
六
年
四
月
二
〇
日　
　

死
去（
六
四
歳
）　

法
名
は
乾
龍
院

　
　
　

光　

豊　
［
太
郎
八　

初
名 
初
次
郎
］　

実
は
太
郎
八
光
堅（
賢
）の
嫡
子

　
　

安
永
九
年
正
月
一
五
日　
　

伊
賀
守
光
籌
の
養
子
と
な
る

　
　

天
明
元
年
正
月
二
二
日　
　

太
郎
八
と
改
名
す
る

　
　

享
和
二
年
八
月
二
四
日　
　

御
側
大
寄
合
御
用
見
習
と
な
る

　
　

享
和
三
年
五
月
一
二
日　
　

死
去（
四
〇
歳
）　

法
名
は
縁
樹
院

八
代　

光　

茂　
［
出
羽
守　

太
八
郎
・
伊
賀
守　

初
名 
幸
七
郎
］　

実
は
太
郎
八

　
　
　
　
　
　
　

光
豊
の
嫡
子

　
　

文
化
三
年
二
月
九
日　
　
　

祖
父
伊
賀
守
光
籌
の
願
い
に
よ
り
嫡
孫
承
祖
が
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
ら
れ
る

　
　

文
化
六
年
六
月
一
〇
日　
　

伊
賀
守
光
籌
の
遺
跡
を
継
ぎ
、
諸
事
光
籌
の
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

務
め
る
べ
き
旨
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
る

　
　

文
化
九
年
二
月
一
日　
　
　

加
判（
年
寄
役
）と
な
る

　
　

文
化
一
二
年
九
月
一
日　
　

加
判
御
免
と
な
る

　
　

文
化
一
四
年
一
一
月
一
四
日　

加
判
と
な
る（
再
勤
）

　
　

弘
化
三
年
一
二
月
二
二
日　

従
五
位
下
伊
賀
守
に
叙
任
さ
れ
る

　
　

嘉
永
元
年
一
〇
月
二
四
日　

出
羽
守
に
改
め
る

　
　

嘉
永
六
年
六
月
二
九
日　
　

隠
居

　
　

慶
応
三
年　
　
　
　
　
　
　

死
去

九
代　

光　

晃　
［
太
八
郎
・
佐
渡
守
・
佐
渡
・
太
八
郎　

初
名 

孟
二
郎
］

　
　

嘉
永
六
年
六
月
二
九
日　
　

家
督
を
相
続
す
る

　
　

嘉
永
六
年
九
月
二
八
日　
　

加
判
と
な
る

　
　

嘉
永
六
年
一
〇
月
二
日　
　

太
八
郎
と
改
名
す
る

　
　

安
政
四
年
一
二
月
二
一
日　

従
五
位
下
佐
渡
守
に
叙
任
さ
れ
る

　
　

明
治
元
年
一
一
月
二
四
日　

官
位
返
上
に
よ
り
、
佐
渡
と
名
乗
る

　
　

明
治
二
年
正
月
一
五
日　
　

刑
事
知
事
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
る

　
　

明
治
三
年
九
月　
　
　
　
　

明
治
政
府
よ
り
笠
松
県
貫
属
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
る

　
　
（「
系
譜
」〔
石
河
家
文
書 

一
〇
一
二
〕
お
よ
び
「
藩
士
名
寄
」「
士
林
泝
洄
」
に
よ
る
）



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

五

三
七
四
二
─
一	

三
ッ
物（
当
世
諷
刺
之
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
二
─
一
～
三
七
四
二
─
七
六

の
括
り
紐
と
も
。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。「
勝
た
よ
ふ
て
負
た
も
の
ハ　

神
田
橋
の
喧
嘩
・
尾
上
梅
幸
・
神
明
の
公
事
」「
負
た
よ
ふ
て
勝
つ
た
も
の
ハ　

稲
葉
能
登
・

高
麗
屋
・
神
明
の
相
手
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
二
─
二	

（
三
之
丸
御
宮
江
御
参
詣
被
遊
候
節
之
御
服
装
ニ
付
書
付
）	

（
慶
応
元
年
）		



状�

一

＊
元
千
代
様（
十
六
代
徳
川
義
宜
）・
前
大
納
言
様（
十
四
代
徳
川
慶
勝
）・
玄
同
様（
十
五
代
徳
川
茂
徳
）の
名
前
あ
り
。
一
部
虫
損
。

三
七
四
二
─
三	

（
来
ル
十
七
日
御
宮
江
御
参
詣
并
御
祭
礼
御
覧
被
遊
候
付
書
付
）	

（
慶
応
元
年
）四
月
一
三
日	

御
目
付	

状�

一

三
七
四
二
─
四	

（
行
列
図
）	

（
慶
応
元
年
）		



状�

一

三
七
四
二
─
五	

御
祭
礼
供
奉
社
家
順	

（
慶
応
元
年
）		



状�

一

＊
三
七
四
二
─
五
～
三
七
四
二
─
一
二

の
紙
縒
り
と
も
。

三
七
四
二
─
六	

（
町
奉
行
其
外
人
名
書
付
）	

（
慶
応
元
年
）		



状�

一

＊
町
奉
行
の
他
は
町
奉
行
所
吟
味
役
・
御
同
朋
な
ど
。

三
七
四
二
─
七	

（
京
町
・
伝
馬
丁
・
七
間
丁
装
束
仕
立
之
儀
書
付
）	

（
慶
応
元
年
）		



状�

一

三
七
四
二
─
八	

（
十
六
日
中
食
之
献
立
其
外
書
付
）	

（
慶
応
元
年
）		



状�

一

三
七
四
二
─
九	

（
十
八
日
中
食
之
献
立
書
付
）	

（
慶
応
元
年
）		



状�

一

三
七
四
二
─
一
〇	

（
十
七
日
尊
寿
院
晩
其
外
献
立
書
付
）	
（
慶
応
元
年
）		



状�

一

三
七
四
二
─
一
一	

（
十
七
日
御
厩
御
覧
所
献
立
書
付
）	
（
慶
応
元
年
）		



状�

一

三
七
四
二
─
一
二	

御
祭
礼
供
奉
騎
馬
僧
順	

（
慶
応
元
年
）		



状�

一

三
七
四
二
─
一
三	

御
法
会
ニ
付
御
宮
詰
之
面
々
尊
寿
院
門
内
江	

（
慶
応
元
年
）四
月		



状�

一

	

召
達
候
供
人
数
等
之
覚

＊
端
裏
に
「
供
廻
り
人
数
等
之
書
付
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。	

三
七
四
二
─
一
四	

（
御
家
中
物
頭
以
上
三
之
丸
御
宮
拝
礼
之
儀
ニ
付
達
）	

（
慶
応
元
年
）四
月	
御
目
付	

状�

一

＊
本
文
中
に
「
当
年
ハ
御
神
忌
ニ
付
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
虫
損
あ
り
。

番　
　

号	

表　
　

題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量



石
河
家
文
書
目
録（
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七
）

六

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
二
─
一
五	

勢
州
参
宮
道（
里
程
其
外
覚
書
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
二
─
一
六	
（
祭
礼
供
奉
之
者
御
目
見
之
儀
ニ
付
書
付
）	

（
慶
応
元
年
）		



状�

一

三
七
四
二
─
一
七	

（
東
照
宮
弐
百
五
拾
回
御
神
忌
法
会
之
儀
ニ
付
書
付
）	

（
慶
応
元
年
）四
月	

尊
寿
院
僧
正
→	

状�

一

			




寺
社
奉
行 

小
笠
原
三
郎
右
衛
門
・
鈴
木
久
太
夫

三
七
四
二
─
一
八	

御
献
立	

（
慶
応
元
年
）		



状�

一

＊
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
二
─
一
九	

（
御
神
忌
御
法
会
之
書
付
写
三
通
進
上
ニ
付
書
状
）	

（
慶
応
元
年
）四
月
一
三
日	

小
笠
原
龍
三
→
石 

佐
渡
守（
光
晃
）様	

状�

一

三
七
四
二
─
二
〇	

（
精
進
日
・
拝
礼
日
・
御
祥
月
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
二
─
二
〇
～
三
七
四
二
─
二
二

の
紙
縒
り
と
も
。

三
七
四
二
─
二
一	

（
石
河
家
歴
代
の
奥
方
院
号
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
「
宝
照
院
様
」「
清
住
院
様
」「
清
凉
院
様
」
其
外
一
三
名
の
院
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
二
─
二
二	

御
年
回
御
法
事
旧
暦
日
付（
石
河
家
歴
代
・
奥
方
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
「
大
雄
院
殿
」「
蓮
華
院
殿
」「
章
長
院
殿
」
其
外
一
八
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
二
─
二
三	

御
城
附
聞
書
写（
米
人
登
城
之
儀
ニ
付
書
付
）	

（
安
政
四
年
）		



状�

一

＊
三
七
四
二
─
二
三
～
三
七
四
二
─
二
四

の
紙
縒
り
と
も
。
端
裏
に
朱
書
で
「
一
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
二
─
二
四	

林
家
風
説
書
写（
亜
墨
利
加
人
登
城
ニ
付
朝
鮮
人
来
聘
記
録	
（
安
政
四
年
）		



状�

一

	

取
調
之
旨
書
付
）

＊
端
裏
に
朱
書
で
「
二
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
二
─
二
五	

（
例
弊
使
武
者
小
路
殿
夷
人
共
と
行
逢
ニ
付
風
説
書
）	

（
慶
応
三
年
）五
月		



状�

一

＊
慶
応
三
年
四
月
二
四
日
、
日
光
奉
幣
使
武
者
小
路
公
香
が
帰
京
の
途
中
、
掛
川
駅
で
英
国
公
使
館
通
弁
官
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
と
同
国
人
ワ
ー
グ
マ
ン
が
大
坂
よ
り
東
下
す
る
に

遭
遇
し
、
従
士
数
人
が
深
夜
サ
ト
ウ
等
の
旅
宿
を
襲
撃
し
た
一
件
に
関
す
る
も
の
。

三
七
四
二
─
二
六	

（
前
ノ
駿
州
大
守
剛
叔
玄
勝
禅
定
門
肖
像
ノ
賛
ニ
付
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

七

＊
三
七
四
二
─
二
六
～
三
七
四
二
─
二
七

の
紙
縒
り
と
も
。

三
七
四
二
─
二
七	
（
前
駿
州
大
守
剛
叔
玄
勝
禅
定
門
肖
像
ノ
賛
ニ
付
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
二
─
二
八	
（
東
照
宮
弐
百
五
拾
回
御
神
忌
ニ
付
達
書
）	

（
慶
応
元
年
）四
月
一
三
日	

御
目
付
→（
石
河
）	

状�

一

三
七
四
二
─
二
九	

（
御
鷹
狩
行
列
書
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
岡
田
専
金
・
岡
田
治
左
衛
門
・
加
嶋
清
八
郎（
御
徒
目
付
）其
外
随
行
。

三
七
四
二
─
三
〇	

伊
勢
参
宮
御
船
列
覚	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
二
─
三
一	

（
源
敬
公
御
萱
堂
相
応
院
殿
由
緒
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
包
紙
と
も
。
包
紙
に
「
成
瀬
典
膳
致
所
持
候
同
名
書
記
置
候
書
付
之
写
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
源
敬
公
は
初
代
徳
川
義
直
。
相
応
院
殿
は
義
直
の
生
母
お
亀
の
方
。

三
七
四
二
─
三
二	

淑
姫
君
様
御
入
輿
之
御
次
第	

（
寛
政
一
〇
年
）一
一
月
一
五
日		



状�

一

＊
淑
姫
君
様
は
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
長
女
で
、
十
代
徳
川
斉
朝
の
御
簾
中
。

三
七
四
二
─
三
三	

覚（
淑
姫
君
様
御
入
輿
当
日
ニ
付
書
付
）	

（
寛
政
一
〇
年
）一
一
月		



状�

一

三
七
四
二
─
三
四	

（
御
成
先
出
火
之
節
出
方
ニ
付
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
端
裏
に
「
御
成
先
出
火
之
節
出
方
之
事
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
二
─
三
五	

（
佐
渡
守
様
江
寒
中
御
見
廻
御
取
計
被
下
度
ニ
付
書
状
）	

（
江
戸
）一
二
月
一
五
日	

伊
藤
成
美（
花
押
）・
名
倉
胤（
花
押
）	

折
紙�

一

			




→
堀
田
郷
右
衛
門
様
外
五
名

三
七
四
二
─
三
六	

（
年
始
之
御
規
式
首
尾
好
相
済
候
ニ
付
書
状
）	
（
安
政
五
年
～
元
治
元
年
）	

岡
部
因
幡
守
長
冨（
花
押
）	

状
一�

		


正
月
一
八
日	

→
石
河
佐
渡
守（
光
晃
）様

＊
岡
部
長
冨
は
本
丸
御
側
、
元
治
元
年
死
去
。

三
七
四
二
─
三
七	

（
公
方
様
両
加
茂
社
御
幸
供
奉
次
第
）	

（
文
久
三
年
）三
月
一
一
日		



状�

一

＊
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
の
両
加
茂
社
行
幸
供
奉
の
次
第
を
記
し
た
も
の
。

三
七
四
二
─
三
八	

（
華
町
用
心
之
為
之
タ
ソ
ヤ
行
燈
ニ
付
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
二
─
三
八
～
三
七
四
二
─
四
一

の
紙
縒
り
と
も
。
三
七
四
二
─
三
八
～
三
七
四
二
─
四
七

の
紙
縒
り
と
も
。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
あ
り
。



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

八

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
二
─
三
九	

（
径
一
囲
ミ
之
法
ニ
付
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
二
─
四
〇	
（
田
沼
政
治
の
風
刺
ヵ
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
虫
損
あ
り
。「
ド
ン
〳
〵
と
金
を
設
し
其
上
に 

大
コ
に
張
は
ば
ち
や
あ
た
ら
ん
」
と
い
う
返
し
歌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
二
─
四
一	

（
蚊
ノ
爺
の
話
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
水
損
の
た
め
開
封
不
能
。

三
七
四
二
─
四
二	

愚
筆（
京
都
立
願
寺
之
儀
御
尋
ニ
付
）	

（
江
戸
）九
月
一
六
日	

新
屋　

喜
助
→
蓮
花
寺 

法
寿
子
様	

状�

一

＊
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
二
─
四
三	

（
伊
勢
貞
丈
大
人
随
筆
洗
革
巻
之
内
風
火
合
運
歳
ニ
付
書
抜
）	

文
政
一
三
庚
寅
年
閏
三
月		



状�

一

＊
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。
文
政
一
三
年
の
「
風
火
合
運
歳
」
の
書
上
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
二
─
四
四	

流
鏑
馬
射
手（
姓
名
書
上
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
端
裏
書
あ
り
。

三
七
四
二
─
四
五	

常
陸
帯
抜
書	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
端
裏
に
「
常
陸
帯
抜
書　

常
陸
帯
之
書
ハ
水
府
御
藩
中
名
者
彪
ト
云
者
之
述
作
也
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
常
陸
帯
』
は
藤
田
東
湖
の
著
作
。

三
七
四
二
─
四
六	

（
後
藤
譜
・
狩
野
譜
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
二
─
四
六
～
三
七
四
二
─
四
七

の
包
紙
と
も
。
包
紙
上
書
「
狩
野
中
興
系
図
」
と
記
載
あ
り
。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。
後
藤
家
と
狩
野
家
の
系
図
を
書
き
付
け
た
も
の
。

三
七
四
二
─
四
七	

藤
原
氏
狩
野
中
興
系
図	
正
徳
五
年
三
月	

知
勒
城 

鄭
澤
→
狩
野
四
郎
次
郎
先
生	

状�

一

＊
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。
ム
レ
あ
り
。
知
勒
城
鄭
澤
に
は
「
チ
ロ
ク
セ
イ
テ
イ
タ
ク
」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。

三
七
四
二
─
四
八	

御
祭
礼
順
書（
名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
）	

明
和
五
年		



小
横�

一

＊
三
七
四
二
─
四
八
～
三
七
四
二
─
五
五

の
包
紙
・
紙
縒
り
と
も
。
包
紙
に
「
明
和
五
子
年
改　

御
祭
礼
順
書
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
東
照
宮
神
輿
」
の
記
載
あ
り
。

三
七
四
二
─
四
九	

（
御
年
寄
・
七
寺
其
外
御
目
見
次
第
書
）	

（
江
戸
）一
二
月
二
八
日		



状�

一

＊
三
七
四
二
─
四
九
～
三
七
四
二
─
五
五

の
包
紙
と
も
。
包
紙
に
「
三
ヶ
日
御
次
第
書
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
二
─
五
〇	

（
御
焼
火
之
間
御
目
見
之
次
第
書
）	

（
江
戸
）一
二
月
二
八
日		



状�

一

＊
「
新
知
御
足
高
被
下
」「
倅
被
召
出
」「
御
加
増
米
被
下
」
な
ど
。
山
村
甚
兵
衛
の
出
府
に
つ
い
て
の
御
目
見
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

九

三
七
四
二
─
五
一	

（
元
日
御
目
見
次
第
書
）	

（
宝
暦
）正
月
朔
日		



状�

一

＊
端
裏
に
「
元
日
御
次
第
」（
朱
書
）と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
熊
五
郎
様
」（
の
ち
の
九
代
徳
川
宗
睦
）の
記
載
あ
り
。

三
七
四
二
─
五
二	
（
二
日
御
目
見
次
第
書
）	

（
宝
暦
）正
月
二
日		



状�

一

＊
端
裏
に
「
二
日
御
次
第
」（
朱
書
）と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
二
─
五
三	

（
三
日
御
目
見
御
次
第
書
）	

（
宝
暦
）正
月
三
日		



状�

一

＊
端
裏
に
「
三
日
御
次
第
」（
朱
書
）と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
二
─
五
四	

（
正
月
六
日
御
次
第
書
）	

（
宝
暦
）		



状�

一

＊
端
裏
に
「
六
日
御
次
第
」
と
記
載
さ
れ
た
付
札
あ
り
。

三
七
四
二
─
五
五	

（
正
月
十
一
日
御
具
足
御
祝
次
第
書
）	

（
宝
暦
）		



状�

一

三
七
四
二
─
五
六	

享
保
十
一
年
丙
午
正
月
三
日
御
謡
初
御
規
式
御
広
間
之
絵
図	

享
保
一
一
年		



鋪�

一

＊
包
紙
と
も
。
縦
六
一
・
八
㎝
×
横
七
七
・
八
㎝
。「
享
保
十
一
年
丙
午
正
月
三
日
御
謡
初
御
規
式
御
広
間
ノ
絵
図
也
、
前
々
ヨ
リ
御
座
候
御
絵
図
ト
ハ
御
様
子
少
々
相
違
之
所
茂
在
之
ニ

付
今
度
改
被
仰
付
候
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
六
代
徳
川
継
友
治
世
下
の
御
謡
初
の
様
子
を
描
い
た
絵
図
で
、
倹
約
令
の
た
め
か
御
盃
台
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

三
七
四
二
─
五
七	

（
正
月
二
十
一
日
公
方
様
御
賀
之
祝
儀
ニ
付
次
第
書
）	

（
享
保
一
八
年
）		



状�

一

		


正
月
二
一
日

＊
三
七
四
二
─
五
七
～
三
七
四
二
─
六
一

の
包
紙
・
紙
縒
り
と
も
。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。
御
賀
御
祝
儀
と
は
五
〇
歳
の
誕
生
日
の
こ
と
。「
公
方
様
」
は
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
。

三
七
四
二
─
五
八	

御
本
丸
御
城
帳
書
抜（
年
始
並
び
に
御
賀
御
祝
儀
ニ
付
）	
（
享
保
一
八
年
）		



状�

一

		


正
月
二
四
日
～
二
月
一
二
日

＊
三
七
四
二
─
五
八
～
三
七
四
二
─
五
九

の
包
紙
と
も
。
包
紙
に
「
書
付　

弐
通
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
二
─
五
九	

（
公
方
様
西
御
丸
江
被
為
成
御
賀
御
祝
儀
ニ
付
御
城
帳
書
抜
）	

（
享
保
一
八
年
）		



状�

一

		


正
月
二
五
日
～
二
九
日

＊
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
二
─
六
〇	

（
公
方
様
御
賀
御
祝
儀
ニ
付
西
御
丸
御
城
帳
書
抜
）	

（
享
保
一
八
年
）		



状�

一

		


正
月
二
一
日
～
二
八
日

＊
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

一
〇

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
二
─
六
一	

御
本
丸
御
城
帳
書
抜	

（
享
保
一
八
年
）		



状�

一

	
（
年
始
並
び
に
五
十
御
賀
御
祝
儀
其
外
ニ
付
）	

正
月
六
日
～
二
九
日

＊
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
二
─
六
二	

（
大
砲
行
列
図
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
二
─
六
三	

覚（
御
召
御
具
足
其
外
土
蔵
之
分
大
概
ニ
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
二
─
六
四	

御
本
丸
御
城
帳
書
抜（
公
方
様
御
賀
御
祝
儀
ニ
付
）	

（
享
保
一
八
年
）		



状�

一

		


正
月
六
日

＊
包
紙
と
も
。
包
紙
に
「
公
方
様
五
十
御
賀
御
祝
儀
両
御
丸
御
城
帳
書
抜　

二
通
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
二
─
六
五	

西
御
丸
御
城
帳
書
抜（
公
方
様
御
賀
御
祝
儀
ニ
付
）	

（
享
保
一
八
年
）		



状�

一

		


正
月
二
一
日

＊
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
二
─
六
六	

上
野
・
増
上
寺
御
予
参
之
節
覚	

寛
保
四
年（
延
享
元
年
）		



状�

一

		


四
月

＊
三
七
四
二
─
六
六
～
三
七
四
二
─
六
八

の
包
紙
と
も
。
包
紙
に
「
志
水
甲
州
殿
覚
書
写
貰
候
、
是
ハ
寛
保
元
酉
年
被
相
務
候
覚
也　

寛
保
四
子
春
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
端
裏
に
「
延
享
元
子
四

月
晦
阿
部
石
見
殿　

御
予
参
之
御
供
被
勤
候
節
咄
有
之
候
趣
記　

但
草
案　

追
而
本
留
ニ
可
認
」
と
記
載
あ
り
。

三
七
四
二
─
六
七	

（
増
上
寺
御
予
参
ニ
付
書
付
）	
（
寛
保
四
年
）		



状�

一

三
七
四
二
─
六
八	

（
年
始
上
野
御
予
参
ニ
付
書
付
）	
（
寛
保
四
年
）		



状�

一

三
七
四
二
─
六
九	

円
覚
院
様
御
代
当
時
相
違（
尾
張
家
年
頭
御
礼
次
第
書
）	

宝
永
四
年
亥		



状�

一

		


正
月
朔
日
～
一
一
日

＊
円
覚
院
様
は
四
代
徳
川
吉
通
の
こ
と
。

三
七
四
二
─
七
〇	

紅
葉
山
八
日
之
御
仏
殿	

（
江
戸
）		



鋪�

一

＊
三
七
四
二
─
七
〇
～
三
七
四
二
─
七
一

の
紙
縒
り
と
も
。
縦
三
〇
・
四
㎝
×
四
二
・
八
㎝
。「
八
日
之
御
仏
殿
」
と
は
延
宝
八
年
五
月
八
日
に
死
去
し
た
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
の
仏
殿
の
こ
と
。

三
七
四
二
─
七
一	

紅
葉
山
廿
日
之
御
仏
殿　

	

（
江
戸
）		



鋪�

一



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

一
一

	

（
紅
葉
山
大
猷
院
廟
御
予
参
供
奉
次
第
図
）

＊
縦
三
〇
・
四
㎝
×
四
二
・
八
㎝
。「
廿
日
之
御
仏
殿
」
と
は
慶
安
四
年
四
月
二
〇
日
に
死
去
し
た
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
仏
殿
の
こ
と
。

三
七
四
二
─
七
二	
（
紅
葉
山
廿
日
之
御
霊
屋
江
中
将
様
御
予
参
御
供
勤
之
図
）	

（
元
文
五
年
ヵ
）		



鋪�

一

		


申
正
月
一
〇
日

＊
「
中
将
様
」
は
八
代
徳
川
宗
勝
。
縦
四
四
・
八
㎝
×
横
三
二
・
四
㎝
。

三
七
四
二
─
七
三	

（
中
将
様
紅
葉
山
大
猷
院
様
御
霊
屋
御
予
参
之
節
御
供
ニ
付
書
状
）	

（
元
文
五
年
ヵ
）	

久
野
丹
波
守
→
石
河
伊
賀
守（
光
當
）様	

状�

一

		


正
月
一
一
日

三
七
四
二
─
七
四	

（
紅
葉
山
大
猷
院
様
御
霊
屋
御
予
参
之
節
御
供
ニ
付
書
状
）	

（
元
文
五
年
ヵ
）	

久
野
丹
波
守
→
石
河
伊
賀
守（
光
當
）様	

状�

一

		


正
月
九
日

三
七
四
二
─
七
五	

（
享
保
五
子
年
水
戸
様
紅
葉
山
大
猷
院
様
御
霊
屋
江
御
予
参
之
節	

（
元
文
五
年
）	

久
野
丹
波
守
→
石
河
伊
賀
守（
光
當
）様	

状�

一

	

御
供
家
老
扣
場
所
ニ
付
書
状
）	

正
月
一
〇
日

三
七
四
二
─
七
六	

付
届
之
覚（
尾
張
家
役
職
別
付
届
次
第
）	

（
享
保
元
年
）申
六
月		



状�

一

＊
紙
縒
り
と
も
。
端
裏
に
「
享
保
元
年
歟
」
と
記
載
さ
れ
た
付
札
あ
り
。

三
七
四
三
─
一	

 

札（
山
階
宮
様
・
嘉
陽
宮
様･

会
津
侯
）	

（
元
治
）二
六
日		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
～
三
七
四
三
─
二
二
四

は
一
括
。
三
七
四
三
─
一
～
三
七
四
三
─
九

の
括
り
紐
と
も
。
山
階
宮
は
晃
親
王
、
嘉
陽
宮（
＝
賀
陽
宮
）は
朝
彦
親
王
、
会
津
侯
は
松
平
容
保
の
こ
と
。

三
七
四
三
─
二	

（
蔵
人
宣
下
ニ
付
書
付
）	

元
治
二
年
二
月
五
日･

九
日		



状�

一

＊
二
月
五
日
に
勧
修
寺
経
理
が
辞
任
し
、
九
日
に
水
無
瀬
経
家
・
葉
室
長
邦
が
補
任
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。

三
七
四
三
─
三	

口
状（
松
平
伯
耆
守
・
阿
部
豊
後
守
上
京
ニ
付
市
中
徘
徊	
（
元
治
二
年
）	

両
伝
奏
雑
掌	

状�

一

	

不
可
有
之
旨
廻
状
）	

二
月
二
二
日	

→
水
戸
様
他
見
廻
方
御
警
衛
御
当
番
中

＊
末
尾
に｢

追
而
御
廻
覧
飛
鳥
井
家
江
可
被
成
御
返
却
候｣

と
あ
り
。
松
平
伯
耆
守
は
本
庄
宗
秀
、
阿
部
豊
後
守
は
阿
部
正
外（
い
ず
れ
も
老
中
）の
こ
と
。

三
七
四
三
─
四	

（
阿
部
豊
後
守
京
都
表
罷
越
其
外
御
城
書
写
）	

（
元
治
二
年
）		



状�

一

		


正
月
一
九
日
～
二
一
日

三
七
四
三
─
五	

（
神
保
山
城
守
御
役
御
免
其
外
御
城
書
写
）	

（
元
治
二
年
）		



状�

一

		


三
月
五
日
～
九
日



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

一
二

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
三
─
六	

（
廿
六
日
伝
奏
衆
ゟ
勝
手
次
第
参
府
被
仰
出
其
外
民
部
大
輔
殿	

（
元
治
二
年
ヵ
）		



状�

一

	
使
者
内
田
壮
次
郎
申
述
ニ
付
書
付
）

三
七
四
三
─
七	
（
徳
川
寿
千
代
殿
逝
去
其
外
ニ
付
御
城
書
写
）	

（
元
治
二
年
）		



状�

一

		


二
月
三
日
～
五
日

＊
徳
川
寿
千
代
は
田
安
慶
頼
の
長
子
で
田
安
家
六
代
。

三
七
四
三
─
八	

（
小
倉
軍
目
付
岩
瀬
内
記･

多
賀
靭
負
二
月
六
日
帰
京
ニ
付
覚
）	

（
元
治
二
年
）		



状�

一

＊
両
名
と
も
第
一
次
長
州
征
討
で
軍
目
付
と
な
り
、
二
月
六
日
に
帰
京
し
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
。

三
七
四
三
─
九	

案
写（
大
膳
父
子
江
戸
江
被
為
召
候
儀
ニ
付
調
案
）	

（
元
治
二
年
）二
月
一
〇
日		



状�

一

三
七
四
三
─
一
〇	

（
鷲
津
毅
堂
漢
詩
書
付
）	

（
元
治
～
慶
応
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
〇
～
三
七
四
三
─
一
一

の
括
り
紐
と
も
。「
攘
夷
先
鋒
」「
幕
府
因
循
」「
馬
関
先
発
」
な
ど
の
文
言
あ
り
。
鷲
津
毅
堂
は
漢
詩
人
、尾
張
藩
の
儒
者
、永
井
荷
風
の
外
祖
父
。
明
倫
堂
教
授
。

文
政
八
年
生
、
明
治
一
五
年
没
。
鷲
津
宣
光（
九
蔵･

重
光
な
ど
）と
同
一
人
物
。

三
七
四
三
─
一
一	

（
禁
門
の
変
ニ
付
書
状
）	

（
元
治
元
年
）	

田
村
采
女 

矩
政（
花
押
）	

状�

一

			




→
雲
林
院 

長
良
様

＊
「
七
月
十
九
日
」
の
日
付
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。「
騒
動
」「
飛
雲
も
へ
上
り
」
な
ど
の
文
言
も
あ
る
。

三
七
四
三
─
一
二	

（
五
言
絶
句
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
二
～
三
七
四
三
─
一
九

の
括
り
紐
と
も
。
手
習
い
の
跡
あ
り
。

三
七
四
三
─
一
三	

（
鄭
成
功
一
族
由
緒
ニ
付
書
付
）	

（
幕
末
ヵ
）	

（
安
井
槐
堂
）	

状�

一

三
七
四
三
─
一
四	

（
漢
詩
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
唐
程
賀
の
漢
詩
。

三
七
四
三
─
一
五	

（
鄭
成
功
一
族
由
緒
ニ
付
書
付
）	

（
幕
末
ヵ
）	

安
井
謙
認	

状�

一

三
七
四
三
─
一
六	

（
鷲
津
毅
堂
ニ
付
覚
書
）	

（
元
治
〜
慶
応
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
七	

卓
袱
会
席
趣
向
帳
一（
付
札
）	

（
嘉
永
六
年
～
安
政
二
年
）		



状�

一



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

一
三

三
七
四
三
─
一
八	

（
京
都
商
人
名
書
上
）	

（
幕
末
ヵ
）		



状�

一

＊｢

虎
屋
近
江
、
四
条
通
寺
町
東
江
入
北
側　

柳
屋
出
羽
、
三
条
通
古
川
町
角
出
張　

熊
谷
近
江｣

と
あ
り
。

三
七
四
三
─
一
九	
（
鷲
津
毅
堂
書
上
案
）	

（
元
治
〜
慶
応
）		



状�

一

三
七
四
三
─
二
〇	

（
持
病
相
勝
不
申
候
其
外
ニ
付
書
状
）	

（
江
戸
）一
二
月
一
一
日	

河
本
→
浅
井
文
五
郎
様
他
一
名	

状�

一

＊
三
七
四
三
─
二
〇
～
三
七
四
三
─
一
〇
九

の
括
り
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
二
一	

（
朝
制
御
一
変
領
地
人
民
奉
還
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
二
年
）		



状�

一

＊
後
欠
。

三
七
四
三
─
二
二	

（
名
古
屋
藩
重
役
・
独
立
諸
侯
列
其
外
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
石
河
家
の
去
就
に
関
わ
る
も
の
か
。

三
七
四
三
─
二
三	

（
加
島
作
右
衛
門
在
京
中
文
学
局
授
読
仕
埋
被
命
候
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）七
月
二
一
日	

文
学
□
事
→
岡
田
理
馬
吉
殿
他
二
名	

状�

一

三
七
四
三
─
二
四	

（
漢
詩
七
言
絶
句
書
上
）	

（
江
戸
～
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
二
五	

（
佐
渡
儀
旧
幕
受
封
高
を
領
し
附
属
罷
在
ニ
付
書
付
案
文
）	

（
明
治
二
年
）	

（
石
河
佐
渡
守
光
晃
）	

状�

一

三
七
四
三
─
二
六	

（
案
文
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊｢

御
兵
制
之
儀
ニ
付
而
ハ｣

と
書
き
出
し
あ
り
。

三
七
四
三
─
二
七	

（
案
文
）	
（
明
治
）		



状�

一

＊｢

御
一
条
江
付｣

｢

御
直
ニ
可
被｣

と
記
載
あ
り
。

三
七
四
三
─
二
八	

（
隔
地
不
行
届
ニ
付
先
々
御
呼
寄
今
便
召
状
為
差
登
ニ
付
書
状
案
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
前
欠
。
筆
跡
は
小
瀬
新
太
郎
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

三
七
四
三
─
二
九	

草
案（
御
家
彼
是
御
議
論
ニ
而
出
京
難
成
等
ニ
付
書
状
案
）	

（
明
治
）	

御
名
→
志
水
武
雄
様	

状�

一

＊
端
裏
書
に｢

草
案｣

と
あ
り
。

三
七
四
三
─
三
〇	

（
中
村
修
之
進
殿
主
計
樣
へ
御
面
談
申
置
ニ
付
書
付
）	

（
明
治
）	
（
河
本
）好	

状�

一



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

一
四

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
三
─
三
一	

（
包
紙
ヵ
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊｢

上｣
｢

河
本
好｣

と
記
載
あ
り
。

三
七
四
三
─
三
二	
（
私
受
封
高
御
高
外
之
確
証
旧
記
等
不
少
ニ
付
書
付
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
後
欠
。
石
河
家
領
知
の
性
格
に
関
す
る
も
の
。

三
七
四
三
─
三
三	

（
御
旅
中
御
伺
申
置
ニ
付
書
状
案
）	

（
明
治
）	

秋
元
荘
助
他
一
名
→
神
原
兵
庫
樣	

状�

一

三
七
四
三
─
三
四	

（
上
ニ
も
深
以
心
配
被
遊
其
外
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
前
後
欠
。

三
七
四
三
─
三
五	

（
御
家
御
領
知
尾
州
御
拝
領
高
之
内
と
の
趣
其
外
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）	

秋
元
荘
助
・
河
本
好
他
一
名	

状�

一

			




→
清
水
健
三
郎
殿
他
三
名

三
七
四
三
─
三
六	

（
此
書
面
着
次
第
即
時
発
足
下
向
可
有
之
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）七
月
一
九
日		



状�

一

＊｢

御
一
条
ニ
付｣

と
あ
り
。
三
七
四
三
─
二
七

と
関
連
す
る
も
の
。

三
七
四
三
─
三
七	

（
私
受
封
高
御
高
外
之
確
証
旧
記
等
不
少
ニ
付
書
付
）	

（
明
治
）一
一
月	

御
名	

状�

一

＊
端
裏
に
「
草
案
弐
」
な
ど
と
記
載
あ
り
。

三
七
四
三
─
三
八	

（
版
籍
奉
還
之
上
表
有
之
旧
幕
府
受
封
之
土
地
人
民	

（
明
治
二
年
）六
月		



状�

一

	

奉
返
上
度
ニ
付
書
付
写
）

三
七
四
三
─
三
九	

（
医
薬
修
行
仕
ニ
付
由
緒
書
付
）	
（
明
治
）		



状�

一

＊
後
欠
。

三
七
四
三
─
四
〇	

（
出
京
御
請
申
上
方
可
然
ニ
付
書
状
案
）	

（
明
治
）一
二
月	

御
名
→
志
水
武
雄	

状�

一

＊
前
欠
。

三
七
四
三
─
四
一	

（
佐
渡
儀
旧
幕
府
受
封
高
を
領
し
尾
州
へ
附
属
罷
在
ニ
付
書
状
案
）	

（
明
治
）九
月	

何
者
家
来	

状�

一

＊
佐
渡
は
石
河
光
晃
の
こ
と
。

三
七
四
三
─
四
二	

（
藩
知
事
被
為
蒙
仰
候
上
者
御
藩
政
者
朝
制
之
儀
申
迄
も
無
之	

（
明
治
二
年
）		



状�

一

	

ニ
付
書
付
案
）



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

一
五

三
七
四
三
─
四
三	

（
書
状
貼
付
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
細
目
①
と
②
が
張
り
付
い
て
い
る
。

① （
其
御
含
を
以
奉
願
趣
其
外
ニ
付
書
状
断
簡
）　　
（
明
治
）一
〇
月
二
三
日

　

 

※
前
欠
。

② （
丹
羽
淳
太
郎
登
京
被
致
候
其
外
書
状
断
簡
）　　
（
明
治
期
）

　

 

※
後
欠
。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。
丹
羽
淳
太
郎（
賢
、
弘
化
三
年
～
明
治
一
一
年
）は
維
新
後
、
名
古
屋
藩
大
参
事
、
司
法
大
丞
な
ど
を
歴
任
。

三
七
四
三
─
四
四	

（
昨
年
受
封
判
物
依
朝
命
奉
差
上
ニ
付
書
付
案
文
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
後
欠
。

三
七
四
三
─
四
五	

（
御
一
条
之
御
手
順
番
方
不
承
知
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
ヵ
）七
月		



状�

一

＊
「
動
揺
之
気
色
」「
過
激
之
徒
鎮
り
方
」
な
ど
の
文
言
が
見
ら
れ
る
。

三
七
四
三
─
四
六	

（
御
家
お
ゐ
て
ハ
い
つ
こ
迄
も
御
実
意
進
退
被
遊
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）六
月
二
一
日	

飯
沼
五
百
之
進
・
秋
元
荘
助
・
河
本
好	

状�

一

			




→
内
田
善
蔵
様

三
七
四
三
─
四
七	

（
御
館
御
印
鑑
ニ
而
御
旅
行
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）	

飯
沼
五
百
之
進
・
河
本
好	

状�

一

			




→
鈴
木
小
左
衛
門
殿

＊
包
紙
と
も
。

三
七
四
三
─
四
八	

（
内
田
殿
よ
り
之
手
紙
奉
入
御
覧
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）六
月
朔
日	

飯
沼
五
百
之
進
→
河
本
好
様	

状�

一

三
七
四
三
─
四
九	

（
脱
出
之
輩
取
締
不
行
届
ニ
付
書
付
）	
（
明
治
）一
〇
月		



状�

一

三
七
四
三
─
五
〇	

（
飯
沼
殿
ゟ
御
通
用
之
戸
数･

人
員
調
等
其
外
ニ
付
書
状
）	
（
明
治
）		



状�

一

＊
後
欠
。

三
七
四
三
─
五
一	

（
私
受
封
高
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
後
欠
。

三
七
四
三
─
五
二	

御
願
書
草
案 

弐（
私
領
地
人
民
奉
還
之
儀
ニ
付
）	

（
明
治
二
年
）七
月	

御
名	

状�

一

三
七
四
三
─
五
三	

（
替
地
可
遣
旨
尾
州
家
ゟ
申
聞
有
之
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）一
二
月	
御
名	

状�

一

＊
前
欠
。



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

一
六

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
三
─
五
四	

（
佐
渡
領
地
者
受
封
地
尾
ゟ
印
章
賜
候
儀
無
之
ニ
付
書
付
断
簡
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
佐
渡
は
石
河
光
晃
の
こ
と
。
後
欠
。

三
七
四
三
─
五
五	
（
断
簡
）	

（
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
五
六	

（
書
状
前
書
断
簡
）	

（
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
五
七	

（
隔
地
之
儀
何
事
も
不
行
届
云
々
書
状
断
簡
）	

（
明
治
）		



状�

一

		


三
七
四
三
─
五
八	

（
尾
ゟ
奉
還
之
版
籍
江
御
家
御
領
地
御
調
出
無
之
ニ
付
書
付
）	

（
明
治
二
年
）		



状�

一

＊
後
欠
。

三
七
四
三
─
五
九	

（
去
月
八
日
御
下
問
之
次
第
出
京
之
朝
命
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
六
〇	

覚（
河
本
好
親
類
書
上
）	

（
明
治
二
年
）一
〇
月	

河
本
好	

状�

一

＊
河
本
好
の
二
男
は
河
本
甲
子
三（
き
ね
ぞ
う･
六
才
）。
兄
は
志
村
八
衛（
四
七
才
）、
甥（
兄
の
忰
）は
志
村
寿
太
郎（
四
才
）。

三
七
四
三
─
六
一	

（
私
受
封
高
之
儀
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）一
一
月		



状�

一

三
七
四
三
─
六
二	

（
道
中
人
馬
支
之
由
ニ
付
書
状
前
書
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
後
欠
。

三
七
四
三
─
六
三	

（
御
家
江
御
下
問
之
請
無
之
其
外
書
付
案
）	
（
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
六
四	

（
民
部
省
ゟ
被
仰
出
候
趣
ニ
付
書
付
）	

（
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
六
五	

（
藩
知
事
被
為
蒙
仰
候
上
者
御
藩
政
者
朝
制
之
儀
申
迄
も
無
之	

（
明
治
二
年
）		



状�

一

	

ニ
付
書
付
案
）

三
七
四
三
─
六
六	

（
書
状
断
簡
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
丹
羽
淳
太
郎（
賢
）の
名
前
が
出
て
く
る
。

三
七
四
三
─
六
七	

（
反
古
紙
）	

（
明
治
）		



状�

一



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

一
七

三
七
四
三
─
六
八	

（
出
京
仕
度
其
外
ニ
付
書
状
案
）	

（
明
治
）一
二
月	

御
名
→
志
水
武
雄
様	

状�

一

三
七
四
三
─
六
九	
（
私
領
地
之
儀
御
下
問
之
次
第
奉
敬
承
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
元
年
）一
一
月	

石
河
太
八
郎
→
弁
事 

御
役
所	

状�

一

＊
弁
事
は
明
治
元
年
二
月
三
日
創
設
。
明
治
二
年
七
月
八
日
、
太
政
官
中
の
弁
官
と
な
る
。

三
七
四
三
─
七
〇	

（
文
学
局
授
読
其
外
ニ
付
書
付
）	

（
明
治
）	

（
河
本
）好	

状�

一

三
七
四
三
─
七
一	

（
私
禄
高
等
取
調
方
歎
願
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
後
欠
。

三
七
四
三
─
七
二	

（
兵
事
ハ
武
門
第
一
与
申
儀
ニ
付
書
付
奥
書
）	

（
明
治
）一
〇
月		



状�

一

＊
前
欠
。

三
七
四
三
─
七
三	

（
認
方
ニ
付
文
言
思
食
被
為
在
候
は
ゝ
伺
度
旨
書
付
）	

（
明
治
）	

（
河
本
）好
・（
浅
井
）文
五
左
衛
門	

状�

一

三
七
四
三
─
七
四	

（
別
紙
原
案
取
調
奉
入
御
覧
ニ
付
書
付
）	

（
明
治
）	

（
飯
沼
）五
百
之
進
・（
河
本
）好	

状�

一

＊
前
欠
。

三
七
四
三
─
七
五	

（
今
度
十
分
一
を
以
適
宜
改
正
ニ
付
書
付
前
書
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
後
欠
。

三
七
四
三
─
七
六	

（
私
受
封
地
ニ
付
去
八
日
御
下
問
之
次
第
敬
承
之
旨
書
付
断
簡
）	

（
明
治
）一
一
月	

石
河
太
八
郎（
光
晃
）家
来	

状�

一

三
七
四
三
─
七
七	

（
私
領
地
之
儀
御
下
問
之
次
第
奉
敬
承
ニ
付
書
付
案
文
）	
（
明
治
）一
一
月	

御
名	

状�

一

三
七
四
三
─
七
八	

（
御
和
解
書
を
以
て
御
周
旋
其
外
ニ
付
書
状
）	
（
明
治
）九
月
六
日	

秋
元
壮
助･

河
本
好･

浅
井
文
五
左
衛
門	

状�

一

			




→
清
水
健
三
郎
殿
・
天
野
良
治
殿
・

			




近
藤
寛
次
郎
殿
・
鈴
木
小
左
衛
門
殿

三
七
四
三
─
七
九	

（
禄
高
現
石
譜
代
家
来
人
員
等
再
取
調
ニ
付
書
状
案
）	

（
明
治
）一
一
月
一
九
日	

石
河
太
八
郎（
光
晃
）→
中
村
修
之
進
様	

状�

一

三
七
四
三
─
八
〇	

（
佐
渡
受
封
地
由
緒
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
佐
渡
は
石
河
光
晃
の
こ
と
。



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

一
八

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
三
─
八
一	

（
本
家
石
河
太
八
郎
禄
高
書
上
ヶ
方
奉
命
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
後
欠
。

三
七
四
三
─
八
二	
（
飯
沼
殿
口
達
書
付
）	

（
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
八
三	

（
正
光
公
後
室
・
忠
喜
公
室
書
上
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
二
代
石
河
正
光
の
後
室
は
竹
腰
正
信
女
、
五
代
石
河
忠
喜
室
は
竹
腰
正
武
女
と
記
載
あ
り
。

三
七
四
三
─
八
四	

（
私
領
知
壱
万
石
受
封
之
判
物
差
上
ニ
付
歎
願
書
案
）	

（
明
治
二
年
）六
月	

御
名	

状�

一

＊
端
裏
に｢

草
案　

二｣
と
記
載
あ
り
。

三
七
四
三
─
八
五	

（
川
口
太
郎
左
衛
門
儀
去
十
四
日
東
京
江
罷
登
其
外
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
八
六	

（
私
租
税
高
御
版
籍
中
江
混
し
候
而
者
恐
入
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
端
裏
に｢

再
艸｣

と
記
載
あ
り
。

三
七
四
三
─
八
七	

覚（
河
本
友
蔵
親
類
書
）	

（
明
治
二
年
）		



状�

一

三
七
四
三
─
八
八	

（
加
島
作
右
衛
門
在
東
京
中
文
学
局
授
読
ニ
付
書
付
）	

（
明
治
）	

（
河
本
）好	

状�

一

三
七
四
三
─
八
九	

（
去
月
八
日
私
江
御
下
問
之
次
第
出
京
御
請
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）一
二
月	

御
名
→
志
水
武
雄
様	

状�

一

＊
端
裏
に
「
草
案
」
と
記
載
あ
り
。

三
七
四
三
─
九
〇	

（
佐
渡
版
籍
之
儀
ニ
付
書
付
）	
（
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
九
一	

（
御
附
属
ニ
付
御
家
之
儀
者
御
国
高
外
之
儀
明
白
ニ
付
其
外
書
状
）	

（
江
戸
）一
〇
月
二
三
日	

河
本
好
・
浅
井
文
五
左
衛
門	

状�

一

			




→
秋
元
荘
助
殿
・
天
野
良
治
殿
・

			




近
藤
寛
次
郎
殿
・
鈴
木
小
左
衛
門
殿

三
七
四
三
─
九
二	

（
為
病
気
発
途
遅
刻
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
九
三	

（
御
下
問
之
次
第
ニ
付
書
付
覚
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
貼
紙
と
も
。
裏
書
あ
り
。
反
古
紙
。



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

一
九

三
七
四
三
─
九
四	

覚（
二
男
甲
子
三
書
上
）	

（
明
治
二
年
）一
〇
月	

河
本
好	

状�

一

三
七
四
三
─
九
五	
（
旧
幕
府
ゟ
受
封
之
判
物
内
国
事
務
局
江
差
出
ニ
付
書
付
断
簡
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
前
後
欠
。

三
七
四
三
─
九
六	

（
藩
士
之
内
在
所
有
之
者
之
年
貢
除
地
ニ
付
書
付
）	

（
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
九
七	

（
書
付
取
調
入
御
覧
ニ
付
書
付
）	

（
明
治
）	

（
浅
井
）文
五
左
衛
門	

状�

一

＊
裏
面
に
「
諜
知
」
と
記
載
あ
り
。

三
七
四
三
─
九
八	

（
宿
疾
ニ
付
当
職
辞
職
願
案
）	

（
明
治
）七
月	

御
名	

状�

一

＊
端
裏
に
「
草
案　

壱
」
と
記
載
あ
り
。

三
七
四
三
─
九
九	

（
書
状
前
書
断
簡
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
後
欠
。

三
七
四
三
─
一
〇
〇	

（
水
彦
江
解
キ
方
承
知
ニ
付
覚
）	

（
明
治
ヵ
）		



状�

一

＊
「
水
彦
」
は
水
野
彦
三
郎（
忠
雄
）の
こ
と
。

三
七
四
三
─
一
〇
一	

（
御
版
籍
一
条
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）五
月
五
日	

飯
沼
五
百
之
進
・
河
本
好
→
天
野
良
治
殿	

状�

一

三
七
四
三
─
一
〇
二	

（
川
口
太
良
治
御
藩
制
ニ
付
被
召
候
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）		



状�

一

＊
前
後
欠
。

三
七
四
三
─
一
〇
三	

（
第
一
御
家
中
一
和
・
第
二
名
古
屋
藩
よ
り
難
題
不
申
懸	
（
明
治
）	

（
河
本
）好	

状�

一

	

其
外
書
状
）

三
七
四
三
─
一
〇
四	

（
私
受
封
高
之
義
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）一
二
月	

御
名	

状�

一

三
七
四
三
─
一
〇
五	

（
紙
片
）	

（
明
治
ヵ
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
〇
六	

（
御
持
参
之
御
用
書
類
状
箱
ニ
入
引
戻
可
被
成
ニ
付
書
状
）	

（
明
治
）六
月
二
日	

飯
沼
五
百
之
進
・
河
本
好
→
鈴
木
小
左
衛
門
殿	

状�

一

三
七
四
三
─
一
〇
七	

（
受
封
高
之
儀
ニ
付
御
達
之
趣
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）一
一
月	
御
名	

状�

一

＊
端
裏
に
「
草
案　

壱
」
と
記
載
あ
り
。



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

二
〇

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
三
─
一
〇
八	

（
家
来
之
者
拝
謁
ニ
付
書
状
案
）	

（
明
治
）一
一
月	

石
河
太
八
郎
内 

油
井
又
五
郎	

状�

一

			




→
田
立
小
兵
衛
様 

御
側
衆
様

三
七
四
三
─
一
〇
九	
（
支
配
地
旧
跡
高
・
現
石
高
天
裁
之
儀
ニ
付
書
付
案
）	

（
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
一
〇	

（
建
中
寺
山
門
ゟ
各
院
並
順
覚
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
一
〇
～
三
七
四
三
─
一
一
一

の
括
り
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
一
一
一	

（
異
国
船
渡
来
之
節
取
計
方
御
改
正
ニ
付
書
付
）	

（
江
戸
）三
月		



縦�

一

三
七
四
三
─
一
一
二	

御
逆
修
御
入
用
代
之
覚	

（
江
戸
）丑
五
月		



状�

一

＊
包
紙
と
も
。
包
紙
に
「
石
賦
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
三
─
一
一
三	

（
石
川
正
章
建
立
の
大
雄
禅
院
碑
文
写
ヵ
）	

（
元
文
三
年
ヵ
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
一
三
～
三
七
四
三
─
一
一
五

の
包
紙
と
も
。
包
紙
に
「
御
逆
修
石
賦
草
案
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
虫
損
大
。	

三
七
四
三
─
一
一
四	

（
石
川
正
章
逆
修
石
碑
碑
文
ヵ
）	

（
元
文
三
年
ヵ
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
一
五	

（
札
）	

（
元
文
三
年
ヵ
）		



状�

一

＊
「
御
逆
修
碑
陰　

笠
高 

中
ニ
テ
四
尺
三
寸　

両
脇
ハ
三
尺
八
寸
三
分　

横
巾
壱
尺
八
寸
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
三
─
一
一
六	

（
上
京
被
遊
之
時
行
列
其
外
留
）	

貞
享
四
年		



横�

一

＊
三
七
四
三
─
一
一
六
～
三
七
四
三
─
一
一
七

の
包
紙
・
紐
と
も
。
破
損
大
。
取
扱
注
意
。

三
七
四
三
─
一
一
七	

口
上（
実
母
快
験
御
祝
等
ニ
付
書
付
）	
（
江
戸
）		



状�

一

＊
破
損
大
。
取
扱
注
意
。

三
七
四
三
─
一
一
八	

年
頭
ニ
付
御
宮
江
前
大
納
言
様
御
名
代
之
次
第	

（
江
戸
）一
二
月	

尊
寿
院	

縦�

一

＊
三
七
四
三
─
一
一
八
～
三
七
四
三
─
一
二
一

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
一
一
九	

（
年
頭
ニ
付
三
之
丸
御
宮
江
前
大
納
言
様
御
参
詣
ニ
付
書
付
）	

（
江
戸
）一
二
月
一
六
日	

渡
辺
半
九
郎
→
遠
山
伊
豆
守
殿	

状�

一

三
七
四
三
─
一
二
〇	

（
拙
者
病
気
難
相
勤
ニ
付
書
状
）	

（
江
戸
）一
二
月
一
六
日	
遠
山
伊
豆
守
→
石
河
太
八
郎
様	

状�

一

三
七
四
三
─
一
二
一	

（
明
十
七
日
三
之
丸
御
宮
名
代
ニ
付
書
付
）	

（
江
戸
）一
二
月
一
六
日	
渡
辺
半
九
郎
→
遠
山
伊
豆
守
様	

状�

一



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

二
一

三
七
四
三
─
一
二
二	

（
尾
張
様
ゟ
御
拝
領
物
ニ
付
御
使
有
之
節
之
書
付
）		



（
江
戸
）	

縦�

一

＊
三
七
四
三
─
一
二
二
～
三
七
四
三
─
一
二
五

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
一
二
三	
（
上
々
様
よ
り
御
使
を
以
御
拝
領
物
等
之
節
取
扱
方
ニ
付
書
状
）	

（
江
戸
）五
月
一
八
日	

柿
崎
長
左
衛
門
→
堀
田
郷
右
衛
門
様	

状�

一

三
七
四
三
─
一
二
四	

（
中
納
言
様
よ
り
御
使
を
以
御
拝
領
物
等
之
節
取
扱
方
ニ
付
書
状
）	

（
江
戸
）一
一
月
一
八
日	

平
岩
覚
一
→
吉
田
清
蔵
様	

状�

一

三
七
四
三
─
一
二
五	

定
式
帳
書
抜（
尾
張
様
中
務
大
輔
様
ゟ
御
使
御
座
候
節
御
案
内
ニ
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
中
務
大
輔
様
は
高
須
松
平
家
を
指
す
。

三
七
四
三
─
一
二
六	

（
御
同
姓
土
佐
守
子
息
并
右
膳
殿
舎
弟
御
願
ニ
付
書
状
）	

（
江
戸
）	

（
山
澄
）龍
豊（
花
押
）→
石
河
伊
賀
守
様　

	

状�

一

＊
破
損
大
。

三
七
四
三
─
一
二
七	

覚（
川
瀬
治
左
衛
門
・
堀
田
郷
右
衛
門
ほ
か
一
名
江
戸
御
供	

享
保
五
子
年
二
月
二
四
日		



状�

一

	

召
連
ニ
付
）

＊
破
損
大
。

三
七
四
三
─
一
二
八	

（
挟
箱
持
等
人
足
書
上
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
包
紙
と
も
。
破
損
大
。

三
七
四
三
─
一
二
九	

尾
州
御
留
守
年
中
御
名
代
御
定	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
之
丸
・
建
中
寺
・
定
光
寺
な
ど
の
参
詣
日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
三
─
一
三
〇	

内
密
口
書（
西
石
一
条
淡
州
江
内
談
ニ
付
）	
（
江
戸
）四
月
二
二
日	

渡
辺
半
蔵
→
石 

太
八
郎
様	

状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
三
〇
～
三
七
四
三
─
一
三
一

が
入
っ
て
い
た
封
筒
と
も
。

三
七
四
三
─
一
三
一	

城
州
よ
り
来
紙
之
写（
乗
物
日
覆
之
義
ニ
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
三
二	

（
供
減
方
城
州
江
問
合
之
儀
ニ
付
書
状
）	

（
天
保
一
三
年
）	

（
渡
辺
）半
蔵
→（
石
河
）太
八
郎
様	

状�

一

		


正
月
二
五
日

＊
三
七
四
三
─
一
三
二
～
三
七
四
三
─
一
三
四

が
入
っ
て
い
た
封
筒
と
も
。
年
代
は
封
筒
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
三
─
一
三
三	

御
殿
明
倫
堂
評
定
所
供
立	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
下
げ
札
あ
り
。



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

二
二

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
三
─
一
三
四	

年
寄
加
判
供
立	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
下
げ
札
あ
り
。

三
七
四
三
─
一
三
五	
（
上
使
者
毛
類
御
用
候
心
得
ニ
付
書
状
）	

（
江
戸
）四
月
二
五
日	

渡
辺
半
蔵
→
石 

太
八
郎
様	

状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
三
五
～
三
七
四
三
─
一
三
七

を
包
ん
で
い
た
封
筒
と
も
。

三
七
四
三
─
一
三
六	

（
御
名
代
・
上
使
・
年
頭
其
外
毛
類
日
覆
御
用
ひ
御
座
候
哉	

（
江
戸
）		



状�

一

	

ニ
付
書
付
）

三
七
四
三
─
一
三
七	

副
書（
御
供
増
之
節
ニ
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
三
八	

（
今
日
御
条
目
被
仰
出
候
付
書
付
）	

（
文
久
三
年
）一
二
月
二
三
日	

播
田
与
左
衛
門
→
石
河
出
羽
守
様	

状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
三
八
～
三
七
四
三
─
一
三
九

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
一
三
九	

諸
法
度
條
々	

文
久
三
年
亥
一
二
月
二
三
日		



状�

一

＊
十
六
代
徳
川
義
宜
襲
封
後
に
家
中
に
発
せ
ら
れ
た
諸
法
度
。
歴
代
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
。

三
七
四
三
─
一
四
〇	

（
年
始
御
祝
儀
申
上
ニ
付
書
状
案
）	

（
江
戸
）正
月
二
日	

石
河
太
郎
八（
花
押
）	

状�

一

			




→
竹 

山
城
守
様　

参
人
々
御
中

＊
端
裏
に
「
案
文
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
三
─
一
四
一	

（
中
山
道
宿
々
移
動
ニ
付
動
向
書
付
）	
（
江
戸
）八
月
朔
日	

近
藤
寛
治
郎	

状�

一

三
七
四
三
─
一
四
二	

（
御
家
中
之
輩
末
々
子
弟
等
ニ
至
迄
明
倫
堂
江
罷
出
学
問
修
行	
（
江
戸
）二
月		



状�

一

	

ニ
付
書
付
）

三
七
四
三
─
一
四
三	

覚（
桧
・
松
代
金
書
上
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
四
四	

御
意
振（
滝
川
又
左
衛
門
・
渡
辺
半
九
郎
諸
大
夫
江
仰
付
ニ
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
四
四
～
三
七
四
三
─
一
四
六

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
一
四
五	

御
意
振（
横
井
伊
折
介
老
年
迄
精
勤
ニ
付
八
丈
縞
弐
反
・
紅
羽
二
重	

（
江
戸
）		



状�

一

	

三
反
差
遣
旨
）



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

二
三

＊
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
三
─
一
四
六	
（
滝
川
又
左
衛
門
・
渡
辺
半
九
郎
江
諸
大
夫
仰
付
之
次
第
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
四
四

と
関
連
し
た
も
の
。

三
七
四
三
─
一
四
七	

覚（
経
義
考
其
外
書
籍
代
金
書
上
）	

（
江
戸
）二
八
日		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
四
七
～
三
七
四
三
─
一
五
六

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
一
四
八	

覚（
字
典
・
文
選
其
外
書
籍
代
金
書
上
）	

（
江
戸
）正
月
二
八
日	

孫
助	

状�

一

三
七
四
三
─
一
四
九	

品
書
直
段
附	

明
和
六
年	

江
戸
呉
服
橋
御
見
附
通	

状�

一

			




ご
ふ
く
町
南
が
わ　

な
ら
や
次
郎
兵
衛

＊
木
版
刷
り
。

三
七
四
三
─
一
五
〇	

御
用
所
御
薫
物
御
薬
品
々	

（
寛
延
二
年
）六
月	

赤
坂
田
町
壱
丁
目
御
堀
は
た	

状�

一

			




御
用
御
薫
物
師 

高
厳
傘

＊
木
版
刷
り
。
端
裏
書
「
寛
延
二
巳
春
」。

三
七
四
三
─
一
五
一	

（
金
香
丸
効
能
書
写
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
五
二	

篭
細
工
桑
細
工
所（
広
告
）	

（
江
戸
）	

本
店 

駿
府
七
間
町
壱
丁
目 

大
谷
屋
伊
右
衛
門	

状�

一

			




他
一
名

＊
摺
物
。

三
七
四
三
─
一
五
三	

き
よ
き
人
取
あ
つ
か
い
之
事	
（
江
戸
）		



状�

一

	

（
う
ん
ど
ん
・
に
ん
じ
ん
・
れ
ん
こ
ん
書
付
）

三
七
四
三
─
一
五
四	

諸
白
直
段
定	

（
江
戸
）卯
二
月	

江
戸
日
本
橋
通
壱
丁
目	

状�

一

			




御
上
り
砂
酒
歌
仙
諸
白
所 

奈
良
屋
次
郎
兵
衛

＊
摺
物
。

三
七
四
三
─
一
五
五	

（
痛
候
歯
・
歯
茎
之
儀
ニ
付
養
生
覚
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
胡
桃
子
・
山
椒
・
生
塩
に
よ
る
治
療
法
。



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

二
四

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
三
─
一
五
六	

（
辟
瘟
丹
処
方
書
上
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
辟
瘟
丹
は
回
春
薬
。

三
七
四
三
─
一
五
七	
（
藤
原
高
光
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
五
七
～
三
七
四
三
─
一
六
五

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
一
五
八	

（
木
下
勝
俊
履
歴
覚
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
木
下
勝
俊
は
木
下
長
嘯
子
の
名
で
知
ら
れ
る
歌
人
。
若
狭
少
将
。
虫
損
大
。

三
七
四
三
─
一
五
九	

朝
鮮
国
三
使（
朝
鮮
通
信
使
三
使
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
朱
書
に
て
傍
注
あ
り
。

三
七
四
三
─
一
六
〇	

（
病
時
酒
の
効
用
覚
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
六
一	

（
漢
詩
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
六
一
～
三
七
四
三
─
一
六
五

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
一
六
二	

（
徒
然
草
抄
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
破
損
大
。

三
七
四
三
─
一
六
三	

（
思
無
邪
ニ
付
詳
解
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
六
四	

（
弘
長
百
首
七
玉
ノ
集
）	
（
江
戸
）		



状�

一

＊
断
簡
。

三
七
四
三
─
一
六
五	

竹
ハ
君
子	

（
江
戸
）	

（
石
河
光
當
）	

状�

一

＊
端
裏
に
「
竹
ハ
君
子
ト
ハ
如
何
ト
尋
人
ニ
書
而
遣
ス
下
書　

光
當
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
虫
損
大
。

三
七
四
三
─
一
六
六	

霙
餅
之
秘
法
・
時
雨
餅
共	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
六
六
～
三
七
四
三
─
一
七
三

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。
端
裏
に
「
兵
部
□
大
へ
如
此
伝
授
致
置
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
三
─
一
六
七	

求
肥
の
方	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
包
紙
と
も
。
求
肥
は
餅
米
、
中
白
糖
等
を
用
い
た
食
物
。	



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

二
五

三
七
四
三
─
一
六
八	

大
坂
と
ら
や 

や
う
か
ん
法（
羊
羹
作
り
方
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
六
九	

雪
の
下
之
法（
下
書
き
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
食
物
の
調
理
法
。

三
七
四
三
─
一
七
〇	
玉
簾
の
法	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
玉
簾
は
う
ど
ん
の
粉
・
白
砂
糖
・
山
椒
の
粉
・
白
胡
麻
を
赤
味
噌
に
練
り
込
ん
だ
も
の
。

三
七
四
三
─
一
七
一	

玉
簾
の
法	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
七
〇

と
同
じ
。

三
七
四
三
─
一
七
二	

八
し
ほ
之
法	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
他
に
「
こ
し
芋
の
仕
方
」
等
あ
り
。

三
七
四
三
─
一
七
三	

（
餅
菓
子
製
法
書
上
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
山
椒
餅
・
は
ぜ
餅
・
さ
つ
さ
餅
・
花
月
餅
等
一
二
種
の
餅
製
法
を
書
き
付
け
た
も
の
。
巻
末
に
「
あ
ん
の
拵
」
あ
り
。

三
七
四
三
─
一
七
四	

菌
漬
方（
菌
類
漬
方
作
法
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
七
四
～
三
七
四
三
─
一
八
六

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
一
七
五	

薬 

冬
瓜
酒
ノ
方	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
七
六	

（
野
菜
等
調
理
法
）	

（
江
戸
）		



折
紙�

一

三
七
四
三
─
一
七
七	

（
豆
腐
調
理
法
書
付
）	
（
江
戸
）		



状�

一

＊
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
三
─
一
七
八	

（
鳥
油
漬
御
法
書
被
進
ニ
付
書
状
）	

（
江
戸
）九
月
三
日	

小
森
忠
兵
衛	

状�

一

			




→
三
尾
惣
大
夫
様
・
飯
沼
只
右
衛
門
様

＊
三
七
四
三
─
一
七
八

に
は
三
七
四
三
─
一
七
九

が
包
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
堀
田
相
模
守
様
御
伝
の
御
法
書
。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
三
─
一
七
九	

油
漬
鳥
仕
様	

（
江
戸
）	

（
堀
田
相
模
守
）	

状�

一

＊
包
紙
と
も
。
包
紙
に
「
書
付
」、
端
裏
に
「
堀
田
相
模
守
殿
ゟ
来
ル
書
付
」
と
記
載
あ
り
。

三
七
四
三
─
一
八
〇	

新
方　

時
雨
貝
之
方（
作
り
方
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

二
六

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
三
─
一
八
一	

（
と
ろ
ろ
・
こ
の
わ
た
・
た
こ
加
工
法
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
八
二	
（
料
理
書
上
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
お
ろ
し
大
根
・
え
の
き
茸
・
松
茸
な
ど
の
吸
物
等
。

三
七
四
三
─
一
八
三	

（
玉
子
酒
其
外
作
り
方
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
八
四	

（
延
齢
酒
作
り
方
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
八
五	

鯛
味
噌
之
方（
作
り
方
書
付
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
虫
損
あ
り
。
鯛
味
噌
は
大
鯛
・
赤
味
噌
・
古
酒
・
水
を
用
い
た
食
物
の
こ
と
。

三
七
四
三
─
一
八
六	

鯛
味
噌
之
方（
作
り
方
書
付
案
文
）	

（
江
戸
）		



状�

一

＊
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
三
─
一
八
七	

有
栖
川
様
御
内
中
村
種
五
郎
早
追
ニ
て
登
り
鳴
海
通
行
ニ
付	

（
慶
応
四
年
）		



状�

一

	

承
り
候
趣（
下
野
国
宇
都
宮
城
江
脱
走
之
賊
徒
屯
集
戦
争
ニ
付
）	

四
月
二
九
日

＊
三
七
四
三
─
一
八
七
～
三
七
四
三
─
一
九
八

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
一
八
八	

出
兵
隊
ニ
為
惣
背（
飯
山
ニ
而
一
戦
浮
浪
之
者
散
乱
ニ
付
）	

（
慶
応
四
年
）		



状�

一

		


閏
四
月
朔
日

三
七
四
三
─
一
八
九	

（
阿
部
直
助
儀
土
山
宿
ゟ
急
行
着
同
夕
桑
名
宿
江
立
帰	
（
慶
応
四
年
）		



状�

一

	

其
外
ニ
付
覚
）	
閏
四
月
三
日

＊
阿
部
直
助
は
田
宮
如
雲
附
属
の
こ
と
。
ほ
か
に
馬
場
多
喜
助
が
与
八
郎
方
へ
書
状
を
遣
わ
す
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
三
─
一
九
〇	

越
後
斥
候（
出
雲
崎
近
辺
水
浪
市
川
三
左
衛
門
初
五
百
人	

（
慶
応
四
年
）	

→
中
津
川
村
浄
土
宗
大
泉
寺 

泰
民
江	

状�

一

	

其
外
状
況
書
上
）	

閏
四
月
一
〇
日

＊
「
水
野
内
蔵
・
松
本
省
菴
よ
り
申
越
、
大
泉
寺
僧
ハ
渡
辺
半
蔵
家
来
安
井
許
六
叔
父
之
由
」
と
記
載
あ
り
。

三
七
四
三
─
一
九
一	

写（
大
政
御
一
新
且
御
元
服
大
礼
ニ
付
公
家
衆
出
仕
其
外
ニ
付
）	

（
慶
応
四
年
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
九
二	

（
信
州
高
須
御
領
分
戦
況
ニ
付
阿
部
直
助
を
以
申
越
書
付
）	

（
慶
応
四
年
）		



状�

一

		


閏
四
月
三
日



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

二
七

＊
阿
部
直
助
は
京
都
市
中
取
締
所
調
役
田
宮
如
雲
方
附
属
。

三
七
四
三
─
一
九
三	

評
議
物
覚（
行
政
官
申
達
に
用
い
る
文
字
に
つ
き
問
合
せ
）	

（
明
治
）辰
一
〇
月		



状�

一

＊
「
被
仰
出
」「
被
仰
下
」「
被
仰
付
」「
御
沙
汰
」
を
使
用
せ
ず
、「
申
付
」「
申
達
」
な
ど
と
改
め
る
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
三
─
一
九
四	

（
六
月
四
日
御
参
内
龍
顏
御
拝
被
遊
ニ
付
書
付
）	

（
慶
応
～
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
九
五	

御
領
高
御
書
上
之
事（
犬
山
今
尾
領
知
高
引
分
方
）	

（
慶
応
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
九
六	

（
見
事
之
御
軸
頂
戴
屋
壁
光
輝
を
生
し
候
ニ
付
礼
状
）	

（
慶
応
～
明
治
）		



状�

一

三
七
四
三
─
一
九
七	

新
聞　

第
十
七　

四
月
十
八
日
出
板
新
聞
ノ
訳	

（
慶
応
）四
月		



状�

一

	

（
会
津
国
内
の
士
民
へ
の
布
告
文
外
）

＊
北
方
諸
侯
の
動
向
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
三
─
一
九
八	

（
与
八
郎
方
凱
旋
之
儀
ニ
付
塩
尻
よ
り
大
久
保
寛
輔
急
行
昨
夜
着	

（
慶
応
四
年
）五
月
二
九
日		



状�

一

	

ニ
付
書
状
）

三
七
四
三
─
一
九
九	

覚（
将
軍
家
上
覧
相
撲
ニ
付
）	

（
寛
政
三
年
）六
月	

吉
田
善
左
衛
門	

状�

一

＊
三
七
四
三
─
一
九
九
～
三
七
四
三
─
二
〇
三

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。
端
裏
に
「
相
撲
之
式
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
三
─
二
〇
〇	

（
相
撲
故
実
之
事
）	

寛
政
元
酉
年
一
一
月	

細
川
越
中
守
家
来 

吉
田
善
左
衛
門	

状�

一

＊
谷
風
横
縄
免
許
ニ
付
別
紙
之
写
あ
り
。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
三
─
二
〇
一	

（
寅
四
月
八
日
浜
御
殿
ニ
而
上
覧
相
撲
取
組
）	
（
寛
政
六
年
）		



状�

一

三
七
四
三
─
二
〇
二	

（
上
覧
相
撲
土
俵
絵
図
）	
（
寛
政
）		



鋪�

一

＊
三
七
四
三
─
二
〇
一

の
浜
御
庭
上
覧
相
撲
の
時
の
も
の
か
。
縦
二
九
・
二
×
横
三
八
・
四
㎝
。

三
七
四
三
─
二
〇
三	

（
相
撲
取
組
）	

（
寛
政
三
年
）六
月
一
一
日		



状�

一

＊
結
び
は
谷
風
・
小
野
川（
谷
風
の
勝
利
）。
糊
継
ぎ
剥
が
れ
。

三
七
四
三
─
二
〇
四	

（
石
河
太
郎
八
御
側
大
寄
合
御
用
見
習
被
仰
付
ニ
付
）	

（
享
和
二
年
）		



状�

一

		


八
月
二
四
日

＊
三
七
四
三
─
二
〇
四
～
三
七
四
三
─
二
〇
六

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。
石
河
太
八
郎
は
光
豊（
享
和
三
年
死
去
）の
こ
と
。



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

二
八

番
　
　
号	

表
　
　
題	

年
月
日 	

差
出（
作
成
）→
宛
所	

形
態
・
数
量

三
七
四
三
─
二
〇
五	

（
御
側
大
寄
合
御
用
見
習
被
仰
付
候
ニ
付
年
寄
衆
被
申
聞
候
旨	

（
享
和
二
年
）	

（
石
河
光
豊
）	

状�

一

	
書
付
）	

八
月
二
四
日

＊
端
裏
に
「
五
味
半
馬（
以
下
破
損
）」
と
記
載
さ
れ
た
貼
紙
あ
り
。

三
七
四
三
─
二
〇
六	

（
御
側
大
寄
合
御
用
見
習
被
仰
付
候
御
礼
）	

（
享
和
二
年
）		



状�

一

＊
御
前（
十
代
斉
朝
）・
姫
君
様（
斉
朝
正
室
淑
姫
）・
聖
聰
院
様（
従
姫
、
九
代
宗
睦
養
子
治
行
正
室
）へ
の
献
上
・
御
礼
を
書
き
付
け
た
も
の
。

三
七
四
三
─
二
〇
七	

（
又
左
衛
門
跡
役
之
義
ニ
付
書
状
）	

（
江
戸
）七
月
二
三
日	

駿
河
守
→（
石
河
）佐
渡
守（
光
晃
）様	

状�

一

＊
紙
の
継
目
に
朱
印
あ
り
。
三
七
四
三
─
二
〇
七
～
三
七
四
三
─
二
〇
八

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
二
〇
八	

（
半
三
郎
跡
又
左
衛
門
仰
付
候
様
其
外
駿
河
方
よ
り
御
相
談	

（
江
戸
）七
月
二
五
日	

（
成
瀬
）隼
人
正（
正
肥
）      	

状�

一

	

ニ
付
書
状
）		



→（
石
河
）佐
渡
守（
光
晃
）様

三
七
四
三
─
二
〇
九	

四
月
廿
日
書
抜（
万
石
已
下
之
五
十
歳
以
下
之
面
々
月
切	

（
江
戸
）四
月		



状�

一

	

乗
物
之
儀
相
止
候
付
ニ
付
）

＊
三
七
四
三
─
二
〇
九
～
三
七
四
三
─
二
一
三

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。

三
七
四
三
─
二
一
〇	

（
河
野
豊
前
守
様
よ
り
御
先
挟
箱
御
持
せ
被
成
候
哉
之
旨	

（
江
戸
）六
月
一
二
日	

柳
生
但
馬
守
内 

吉
村
又
左
衛
門　

他
一
名	

状�

一

	

仰
聞
ニ
付
書
状
）

三
七
四
三
─
二
一
一	

四
月
廿
四
日
書
抜（
此
間
被
仰
出
候
月
切
駕
籠
追
加
之
由
ニ
付
）	

（
江
戸
）巳
四
月		



状�

一

三
七
四
三
─
二
一
二	

（
先
挟
箱
為
持
候
儀
ニ
付
御
触
書
写
）	
（
江
戸
）卯
正
月		



状�

一

三
七
四
三
─
二
一
三	

（
先
挟
箱
為
持
候
儀
中
絶
之
処
元
の
如
く
為
持
候
旨
書
付
）	

（
江
戸
）四
月	

石
河
伊
賀
守（
光
當
ヵ
） 

他
一
名	

状�

一

三
七
四
三
─
二
一
四	

（
御
手
前
実
娘
初
治
郎
江
娶
合
候
様
御
意
ニ
付
書
付
）	

（
安
永
）正
月
一
五
日	

石
河
伊
賀
守	

状�

一

＊
三
七
四
三
─
二
一
四
～
三
七
四
三
─
二
二
一

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。
初
治
郎（
初
次
郎
）は
石
河
光
豊
の
こ
と
。

三
七
四
三
─
二
一
五	

（
伊
賀
守
嫡
石
河
初
治
郎
初
而
御
目
見
ニ
付
御
次
第
写
）	

（
安
永
）二
月
一
日		



状�

一

＊
端
裏
に
「
御
次
第
写
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
三
─
二
一
六	

（
忰
嘉
吉
前
髪
取
・
額
角
立
頼
入
ニ
付
書
抜
）	

（
寛
保
）	
志
水
甲
斐
守	

状�

一



石
河
家
文
書
目
録（
十
七
）

二
九

＊
端
裏
に
「
書
抜
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
寛
保
三
年
六
月
・
寛
保
元
年
一
一
月
の
書
付
。

三
七
四
三
─
二
一
七	
（
初
而
御
目
見
之
御
礼
ニ
付
書
付
）	

（
安
永
）二
月
朔
日		



状�

一

＊
初
治
郎（
石
河
光
豊
）の
初
御
目
見
に
関
す
る
も
の
か
。

三
七
四
三
─
二
一
八	

（
初
治
郎
殿
初
御
目
見
ニ
付
書
付
）	

（
安
永
）正
月
晦
日		



状�

一

三
七
四
三
─
二
一
九	

（
石
河
初
治
郎
儀
願
通
太
郎
八
与
致
改
名
候
様
御
事
ニ
付
書
付
）	

（
安
永
）二
月
二
三
日		



状�

一

三
七
四
三
─
二
二
〇	

（
渡
辺
半
十
郎
忰
半
七
前
髪
執
之
義
ニ
付
書
抜
）	

宝
暦
四
年
一
二
月		



状�

一

＊
袖
裏
に
「
書
抜
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
七
四
三
─
二
二
一	

（
初
治
郎
前
髪
執
勝
手
次
第
ニ
付
申
渡
）	

（
安
永
）正
月
二
六
日		



状�

一

＊
貼
札
一
点
剥
離
「
伊
賀
守
殿
」。

三
七
四
三
─
二
二
二	

女
中
御
屋
敷
そ
と
へ
出
候
節
衣
服
の
心
得	

（
寛
政
二
年
ヵ
）		



状�

一

＊
三
七
四
三
─
二
二
二
～
三
七
四
三
─
二
二
四

を
括
っ
て
い
た
紐
と
も
。「
老
女
」「
女
中
」「
御
次
役
」「
御
ち
ゝ
」「
御
中
居
」「
御
茶
之
間
」
に
つ
い
て
外
出
時
の
衣
服
心
得
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
掛
紙
あ
り
。

三
七
四
三
─
二
二
四

と
関
連
す
る
か
。

三
七
四
三
─
二
二
三	

被
仰
出
之
書
付
写（
御
勝
手
不
如
意
ニ
付
書
付
）	

（
江
戸
）酉
一
二
月		



状�

一

三
七
四
三
─
二
二
四	

覚（
女
中
衣
服
制
之
儀
ニ
付
）	

寛
政
二
戌
年		



状�

一




